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１．次の下線部のカタカナを漢字に直しなさい。 

 

１）人体に ユ ウ ガ イ な物質      ２）作業服を セ イ ケ ツ に保つ 

 

３）振動でボルトが ユ ル む        ４） ト ク シ ュ な形状の工具 

 

５）高速度でも マ モ ウ しない      ６） シ ニ ン セ イ が高い配色 

 

７）部品を セ ン ジ ョ ウ する     ８）適度な ス キ マ を設ける 

 

９）燃料の流路を シ ボ る         10）燃焼 ソ ク シ ン 剤を加える 

 

 

 

２．次の下線部の漢字のふりがなを示しなさい。 

 

１）安全機能を 搭 載 する         ２）事業が 軌 道 に乗る 

 

３）注意を 喚 起 する           ４） 煩 雑 な整備作業 

 

５）新技術に 疎 い             ６） 錐 で穴をあける 

 

７）車検納期が 逼 迫 する         ８）販売地区を 漸 次 拡げる 

 

９）申し出を 婉 曲 に断る         10）警報機が 吹 鳴 する 

 

 

 

1)  有 害 2） 清 潔 3） 緩   む 4) 特 殊 

5)  摩 耗 6) 視 認 性 7)  洗 浄  8)  隙 間 

9）  絞   る 10）促 進 
 

1) とうさい 2） きどう 3）かんき    4) はんざつ 

5)  うと     い 6) きり 7) ひっぱく 8)  ぜんじ 

9） えんきょく  10）すいめい 
 

１０×３点＝３０点 

１０×３点＝３０点 



３．次の文章を読み、各問に答えなさい。 

 

 「若者の自動車離れ」が喧伝されるようになってから久しい。これは運転免許の取得状況にも色濃く

表れており、令和 3 年度の 40 代の総人口は約 1820 万人で免許取得割合は約 94％であるのに対し、20

代の総人口は少子化の影響で約 1265 万人と少なく、免許取得割合も 79％という結果が出ている。今の

40 代の層が 20 代であった 20 年前の平成 13 年では免許取得割合が 88％であったので、割合も総数も

共に減少していることが分かる。これは自動車産業の （１） 黎 明 期には自動車を保有することがス

テータスであったが、排ガス問題や環境問題など時代が進むにつれて自動車の社会的立場が悪くなって

いった経緯も一因である。また、現代の若者が自動車を保有しない理由のひとつに「経済的な負担が大

きいから」を挙げている。自動車税や燃料代、駐車場代、保守点検整備代と車両を維持するためには自

動車購入の初期投資に加え継続的な費用が必要になる。現代社会では経済活動が大都市に一極化してお

り、あまり人間が大きく移動しなくても生活に支障はなく、経済的に無理をしてまで自動車を所持する

必要性がなくなってきているのが現状である。加えてスマートフォンやパソコンなどのＩＴ通信機器の

発達によって仮想空間が充実し、実体のある物品にあまりこだわりを持たなくなったのも一因であると

する識者もいる。仮想空間内であれば運転免許証は必要なく、車両の購入も維持費や定期点検整備、駐

車スペースの確保などの煩わしい問題も存在しない反面、この空間内は人間が本来持っている「生への

欲求」が （２） 雲 散 霧 消  するようで空恐ろしいという意見もある。人間が豊かに暮らすため

には産業の活性化は欠かせない。 （３） この活性化 は決して仮想空間内での話ではなく、物理的な現

実空間であることを忘れてはならない。 

  

１） 下線部(1) の「 黎 明 」の対義語を選び、○を付けなさい。 

（ ○ ） 薄 暮 

（  ） 趨 勢 

（  ） 円 熟 

（  ） 明 星 

 

２） 下線部(2) の「 雲 散 霧 消 」と同じ四字熟語の構成を持つものを選び、○を付けなさい。 

（  ） 我 田 引 水 

（  ） 異 口 同 音 

（  ） 喜 怒 哀 楽 

（ ○ ） 悪 戦 苦 闘 

 

３） 下線部（３）の「この活性化」とは具体的にどのようなことか。１４０字以内で示しなさい。 

解答は横書きにて記入すること。 （ 解答例 １３５文字 ） 

ス マ ー ト フ ォ ン な ど の Ｉ Ｔ 通 信 機 器 の 発 達 が 

進 み 情 報 化 社 会 が 成 長 し て い く と 、 人 間 が 本 

来 持 っ て い る 生 へ の 欲 求 を 仮 想 空 間 内 だ け に 

留 め て お き や す く な り 、 ま す ま す 現 実 社 会 の 

発 展 は 望 め な く な る の で 、 実 体 の あ る 製 品 を 

積 極 的 に 生 産 し 、 そ れ を 効 果 的 に 消 費 し て 経 

済 活 動 を 活 発 に す る と い う こ と 。      

「生への欲求の低下」、「実際に生産」

などの論旨があれば可。 

80～99 字＝10 点 

100～119 字＝20 点 

120～140 字＝30 点 

１×５点＝５点 

１×５点＝５点 




